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　私が上妻志郎先生の後任として編集委員長を拝命したの
は，東日本大震災の翌年の平成 24年（2012年）6月で，
それ以来，3期 6年間務めさせて頂きました．領域担当の
編集委員も次第に増え，現在 23名となり，査読者の先生
は 174名となります．本務でお忙しい中，編纂と査読を大
変ありがとうございました．この編集後記も，6年間で和
文を 36回，英文を 6回合わせて 42回目になります．幸い
にして，この編集委員会は「学術重視」の観点から進める
ことができました．この最終回の編集後記ではそうした 6
年間を振り返ってみます．
（1）  論文数：近年，英文誌への投稿数は順調に増えてきま

した．それとともに，採択率も厳しくなり，掲載論文
の質も上がってきたと言えます．review，original，
case reportsなどで，全投稿数・採択率の推移は，131件・
56％（2012年），154件・51％（2013年），167件・49％
（2014年），171件・40％（2015年），203件・33％（2016
年），229件・36％（2017年）となります．最近は海外
からの投稿数も増え，全体の 2/3に上ります．ただ，
本学会員からの投稿は，採択率が約 60％であるのに
対し，海外からの投稿論文の採択率はその半分以下に
留まっています．

（2）  発行までの日数の短縮：2009年 7月から英文誌に導
入したオンラインファーストを，2013年 5月からは
和文誌にも導入しました．その結果，審査終了から
web掲載までの期間が大幅に短縮され，和文誌原著で
平均約 6ヶ月間（うち審査終了から web掲載まで 70
日間），和文誌症例報告で約 5ヶ月間（うち審査終了
から web掲載まで 66日間），英文誌では平均約 4.4ヶ
月間（うち審査終了から web掲載まで 40日間）となっ
ています．3月に卒業・修了する学生の場合，前年の
11月初めに英文で投稿し，その後，平均的に進めば，
2月初めに掲載可になり，3月までにオンラインファー
ストで掲載されることになります．ご活用下さい．

（3）  教育的視点の査読：本学会の編集では，査読は 1回に
は限定せず，教育的見地から領域担当の編集委員が採
択を決定するまで，幾度も著者に修正を依頼してきま
した．掲載可になった論文についての査読の回数は，
和文誌では，1回が 10％，2回が 63％，3回以上が
27％，英文誌では，1回が 5％，2回が 55％，3回以
上が 40％となります．査読者と編集委員の方にご負担
を掛けていますが，著者の方は，査読での意見を是非
次の研究や論文投稿に繋げて頂ければ大変幸いです．

（4）  インパクトファクター値：Thomson Scientifics社が英

文誌 Journal of Medical Ultrasonicsに付与しているイ
ンパクトファクター値は，例えば 2018年の値は 2018
年終了時に算出され，翌年の夏頃に発表になりますの
で，2018年 6月の現時点では 2016年までの値しかあ
りません．2009年以来の値を示しますと，0.255（2009
年），0.412（2010年），0.333（2011年），0.653（2012年），
0.740（2013年），0.615（2014年），0.559（2015年），0.455
（2016年）となります．この数値を上げるため，Springer
の担当の方にも編集委員会でインパクトファクター値
などについてご説明頂き，議論を継続してきました．
一般に，case reportsは引用されるものが少なく，採
択率を厳しくした方が良いこと（他学会ではすでに
case reportsは掲載していないものもある），それでも
貴重な症例は記録として残す必要があるため，本学会
員の方から英文誌に投稿された case reportsについて
は，和文誌に「英文のまま」投稿して頂くことができ
るよう制度を変更しました．

（5）  MEDLINEへの収載：長年の念願でした，英文誌 Journal 
of Medical Ultrasonicsの MEDLINEへの収載が 2015
年末にようやく決定し，PubMedには，Vol. 28（2001
年発行）から収載されるようになりました．今後の世
界的な拡がりに期待したいと思います．

（6）  和文誌の特集：英文誌への投稿数が増えた一方，和文
誌への投稿は減っています．そこで，和文誌では，会
員の興味深い内容や先端の内容などを「特集」という
形で，編集委員の先生方に取り上げて頂きました．こ
の 6年間で，特集は 17回になります．また，解説に
ついては，最近 13論文を掲載しています．

（7）  その他：2014年 10月から，和文誌についてもオンラ
イン投稿・査読システムを導入し，電子的な投稿が可
能となりました．

　編集委員の先生方には長い間，大変ありがとうございま
した．また，お忙しい中，ボランティアで査読の任に当た
られた先生方にも心から感謝申し上げます．今後も，超音
波医学に関わる研究成果を公表し，将来に記録するため，
是非，本学会誌を活用して下されば大変幸いです．さらに，
こうした発行を通じて，その論文を読んだ若い研究者がよ
り高みを目指すような，刺激を与え得る優れた論文が多数
掲載されることを心から願っております．
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